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土木技術者女性の会  
 

 

＜会の目的  ＞  

１．土木界で働く女性技術者同士のはげましあい。  

２．土木界で働く女性技術者同士の知識の向上。  

３．女性にとって魅力ある、働きやすい土木界の環境作り。  

４．女性土木技術者の社会的評価の向上。  

５．土木技術者をめざす女性へのアドバイス。  

 

 

＜倫理規程＞  

会員は、会の目的を実現する際にあたって、下記の倫理規程を遵守するものとする。  

１．会員は、会の目的に沿って、各々の良識のもとに、正しく品位ある行動をする。  

２．会員は、所属組織を代表するものではなく個人の立場で会の活動に参加する。  

３．会員は、会の活動において、業務上の利益に結びつけるいかなる行動も行わない。  
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巻頭言 

あたりまえのこととは？ 

 ～ Live every day as though it were last. ～ 

                 

                      副会長  松本香澄  

日本語で言えば「一期一会」  

もう少しフランクに訳すと「毎日を明日なきものとして生きよ」という意味、とのこと。  

 

２週間前の土曜日、私は大阪市の中央公会堂でおこなわれた会の総会に出席した後、レ

ストランでおいしいオムライスを食べていた。いつもながら、パワーのある素敵な仲間に

恵まれて、囲まれて、来年に控えた３０回記念総会関連のさまざまな企画に胸を躍らせな

がら、何がお手伝いできるだろうとワクワクしていた自分がそこにいたのである。  

 

今、私は病院のベッドの上でこの原稿を書いている。  

 大阪から、わいわいと仲間と一緒に東京に戻った一週間後、唯一の楽しみにしていたバ

ドミントンでアキレス腱を断裂し、あっという間に入院し手術。ギブスをはめられ、身の

回りのものまで届かなければとれない、という不自由な生活に突入してしまったのである。

正岡子規ではないが、六尺の世界で天井をながめる生活。あたりまえのことが、ある日あ

るとき突然できなくなって、初めて、その重要性に気が付くことに、目からうろこが落ち

る想いだった。  

 

ふと目を転じると、土木の世界でもがいている我々（女性土木技術者）は、もしかした

ら毎日そんな経験をしているのではないのだろうか。誰かがちょっと手を差し伸べれば解

決することが、身の回りにたくさんあるのではないか。本当に活躍できる世界はもっとも

っと広いのではないか。  

そのことに少し早く気づいた先人たちが、相互不介入のフレームを大事にしながら、将

来的な社会貢献も視野に入れて、「土木技術者女性の会」を結成したのは、そういう流れだ

ったのではないだろうか、という気がしてきた。  

土木学会の呼びかけをきっかけにはじまった会ももうすぐ３０年を迎えるという。それ

だけ継続させるには、個々の気持ちだけでは成立しないだろう。あふれんばかりの熱意と、

（若干本業が心配になるほどの）ボランティア活動と、あとちょこちょこっとした外部か

らの刺激（マスコミ等か？）が我々の会をかくもきちんと成り立たせているのだろう。  

いま、会は新しい一歩を踏み出そうともがいている。ネット社会を利用した情報の相互

通行や、経済基盤を背景にした組織体のあり方など。かたや、地方の会員は情報源が限ら

れないよう気を配らねばならない。あれもこれも、と贅沢をいえばきりがないが、それだ

け、会員数がある程度安定し、会として組織の形を持っているからこそ、明日のことが語

れるのではないか、という気がする。「助け合い」が不要になれば、会の存在意義も不要だ、

という説もあるが、私個人は、相互扶助はいろんな形を変えてでもつなげていくべきでは

ないか、と考えている。  

そんなことを思いながら、改めて「土木技術者女性の会」の会則をながめながら、３０

回記念総会に向けて、みんなで何ができるか、ワクワクしながら考えている今日この頃で

ある。  

 

さて、会にとって、あたりまえのこととは？  

そして、この輪が発行されているころ、私は両足で歩いているだろうか。

１  
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第29回土木技術者女性の会  総会報告  

 

－  開催日時  －  

2010 年6 月25 日 (金 )1４：０0～  26 日 (土 )12:00 

―  見学会  ―  

阿倍野地区第二種市街化再開発事業  

―  懇  親  会  ―  

がんこ  道頓堀店  

―  総  会  ―  

大阪市中央公会堂  第 4 会議室  
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第 29 回 土木技術者女性の会 総会議事録 
関西地区 西 育美 

2010 年 6 月 26 日（大阪市中央公会堂  第 4 会議室）  

 

１ .開会（三好関西地区世話役）  

総会出席者  28 名  委任状 34 名  計 62 名  

全会員数 145 名中 1/10 以上により総会成立  

 

２ .会長挨拶（会長代理  島村副会長）  

 

３ .平成 21 年度活動報告 

3-1 役員会報告（龍） 【承認】 

(1)第 28 回総会後役員会  

・地区活動費の使途について  

活動が活発な地区の地区活動を、予算（ 1 万円/年）が制約することにならないよ

うに、事前に各地区からの予算要求を受け、地区活動予算とする（ 1 万円を超えて

の活動は可能）。ただし、予算を超える場合は事前に役員会に意見を求める。  

・輪の発行について  

現在は電子データでの提供だが、以前のように紙ベースでの要望があるためアン

ケート等を行った。  

→ 詳細は議事の６．その他で報告  

・会の PR チラシについて  

PR チラシを作成した。  

・年会費の自動引き落としについて  

事務作業軽減のため、郵便振替に変更してもらえるようにメール等で呼びかけて

いく。  

(2)第 29 回総会前役員会  

・地区活動費について  

平成 23 年度より、各地区からの予算要求額

を地区活動費とする。 22 年度は 1 万円/年。  

・会の掲示板（ネット上）について  

会員が気軽に交流・相談可能な WEB 掲示版

を作る提案があった。  

→ 詳細は議事６．その他で報告  

 

3-2 事務局活動報告（龍）【承認】 

(1)会員動向について  

資料は 4 月 1 日現在であり、6 月 29 日現在は北海道 2 名、関東 3 名が入会。申し

込み済みで会費の入金待ちが 6 名いる。  
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(2)会費について  

・21 年度会費 未納者 25 名  

・振替手続き登録者は 43 名  引き続き自動引落しをメール等で呼びかけていく。  

 

3-3 第 28 回総会開催報告（代理報告：笹尾） 【承認】 

 

3-4 地区活動報告  

3-4-1 北海道地区活動報告（田原） 【承認】 

・見学会について  

今回外部の団体ツアーに参加してみた。一般の見学会であったが、内容の濃いも

のであった。今後も活用していきたい。  

より多くの会員が参加できるように、勉強会をかねた宿泊研修も行った。多くの

会員に参加してもらえた。今後も続けていきたい。  

・会計報告  

参加者から会費を徴収しているため、収入、支出とも 0 円となっている。  

3-4-2 関東地区活動報告（北原） 【承認】 

・見学会  

「ダムを見に行こう」には他地区からの参加もあった。  

首都高速裏高尾橋工事は昨年度に引き続いて見学会を行った。  

女子学生との交流及び講演会では約 50 名の参加があった。  

3-4-3 中部地区報告（代理報告：笹尾） 【承認】 

3-4-4 関西地区活動報告（三好） 【承認】 

・見学会について  

北海道地区同様、外部のツアーに参加してみた。今後も活用していきたい。  

 

3-5 「輪」編集・発行報告（佐藤）【承認】 

・2010 年夏号を発行したいので原稿依頼された方、よろしくお願いします。  

 

3-6 ワーキング活動報告  

3-6-1 坑内労働規制緩和 WG（須田）【承認】 

・活動報告  

一昨年に土工協と共同で行ったアンケート調査結果の簡単な取りまとめと、女性

の坑内労働に関する法規制前の状況について資料の収集等行ったが、一般向け用の

記事を作成してホームページ等で公開するところまでは作業が出来なかった。  

規制される前は女性の坑内労働作業は一般的に行われていたということが確認

できた。  

（丹那トンネルの慰霊碑に女性坑内労働者の名前を確認。  

 筑豊炭鉱では地元の歴史研究家による資料で確認。  

 常磐炭鉱ではヒアリング結果により女性坑内労働者を確認。）  
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講師の派遣依頼はなかった。  

3-6-2 ホームページ運用 WG（岩本）【承認】 

・活動報告  

地区活動、新入会員紹介、会誌等その都度更新を行った。  

・会計報告  

全てメールでのやり取りのため、収入、支出とも 0 円。 

3-6-3 就職支援 WG（代理報告：笹尾） 【承認】 

・女子学生の職業選択・就職支援を目的に「 Civil Engineer への扉」の販売を行って

いる。昨年度から山梨大、埼玉大学生協の協力の試運用を開始したが、売り上げ部

数は山梨大 3 冊、埼玉大 1 冊であり、埼玉大生協からは返品希望があった。今後課

題として整理していく。  

・残部数は 2006 年版 1593 部 1999 年版 94 部  

【質疑応答】 

質 就職支援冊子の保管場所の表示は必要か？  

答 外部資料には載せないこととする。  

3-6-4 広報企画 WG（山田）【承認】 

・活動実績  

会の紹介チラシを作成。ホームページへ掲載予定（電子版のみ作成）。  

再構築シナリオの検討を今年度行っていく。  

 

3-7 平成 21 年度決算報告・会計報告（山田）、監査報告（山本）【承認】 

・H20 年度から複式帳簿化に取り組んでいる。本来なら、貸借対照表と損益計算書で

会計報告となるが、作業が間に合わず旧来の現金主義での報告となっている。単年

度はプラスとなっている。資産内訳のうち、未払い金が含まれていないため、期末

の金額が若干変更となる。来年度は貸借対照表と損益計算書で報告したい。  

 

４ .活動計画 

4-1 活動方針（代理報告：松本副会長） 【承認】 

 

4-2 平成 22 年度役員・会計監査  （笹尾）【承認】 

・昨年度からほぼ留任であるが、中部地区世話役が所さんから平永さんに交代。  

・ホームページ WG は再任で岩本さんにお願いしたい。  

・第 30 回記念総会 WG の設置及び WG リーダーを須田さんとすることを承認してもら

いたい。  

 

4-3 役員会・事務局活動計画（龍）【承認】 

 

4-4 地区活動計画  

4-4-1 北海道地区活動計画（田原）【承認】 
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4-4-2 関東地区活動計画（北原） 【承認】 

ハードからソフト（人とのつながり等）への勉強会を行っていきたい。  

4-4-3 中部地区活動計画（代理報告：笹尾）  

地区役員が総会で決定したので活動は今後検討していく。  

4-4-4 関西地区活動計画（三好） 【承認】 

 

4-5 「輪」発行計画（佐藤）【承認】 

・夏号（公開版）  総会特集  

巻頭言  松本副会長 地区活動レポート  何か活動があれば各地区の編集に。  

・冬号  

巻頭言  島村副会長 第 30 回総会（関東地区）案内チラシを掲載。  

 

4-6 WG 活動計画 

4-6-1 坑内労働規制緩和 WG（須田）【承認】 

・活動の目的  働く女性の立場から緩和された事項の啓発・普及・助言を行う。  

・メンバー  新メンバー 2 名  

・活動内容  一般向けに広報素材を収集し、ホームページへの掲載にむけ資料をまと

める（今年度必ず掲載します）。  

・30 回総会に向けたプレイベントでも使用可能な資料としてまとめていきたい。  

【質疑応答】 

質 学会誌に投稿記事として申し込みしてはどうか？  

答 検討します。  

4-6-2 ホームページ運用 WG（岩本）【承認】 

・コンテンツの見直し、日常更新を行う。  

・会の PR パンフレットの UP を行う。  

4-6-3 就職支援 WG（代理報告：笹尾） 【承認】 

・生協販売は山梨大のみとなる。  

・引き続き「 Civil Engineer への扉」の生協販売、個人販売、 PR 活動を行っていく。 

4-6-4 企画 WG（山田） 【承認】 

・会説明チラシの更新。  

・H23 年度総会での報告をめざし、再構築シナリオの策定。  

4-6-5 第 30 回記念総会 WG（須田） 【承認】 

・メンバー  資料記載以外にアドバイザーとして旧役員経験者にもお願いしたい。  

・活動内容  総会までにプレイベントを企画・実行し、会ならびに女性技術者の存在

を PR していきたい。  

・土木学会、地盤工学会、技術士会へは内々で写真展示やアンケートの実施について

話を進めている。  

・各イベント、討論会（パネラーとしての参加等）への参加肩書きを「土木技術者女

性の会○○」としてほしい。  
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・総会はメッセージ性のあるものとしていきたい。たとえば桑野会長のインタビュー

記事のような「土木は命を守る仕事」等。イベントは土木分野以外の異分野の講師

を招いて行いたい。例えば「 IT と土木」とし日本 IBM の方を講師に招くなど。  

・プレイベントのポスター展示は A1 で 2 枚考えている。1 枚は真ん中にホームページ

の写真、周りを会員の個々の顔写真で囲むイメージ。もう一枚はアンケート結果、

会の情報等を掲載する。また今総会に参加された方全員については、個々に撮影さ

せてもらい、その写真をポスターに載せたいと思うので了承願いたい。  

・プレイベントで会をアピールする名刺の原案を作成した。  

・WG メンバーにホームページ運用ワーキングリーダー岩本さんを追加してほしい。  

・9 月北海道大学の土木学会主催イベントでパネル展示を交渉中。  

・10 月に開催されるダイバーシティフォーラムにて展示予定。  

【質疑応答】 

質 顔写真は会員全員を載せるのか？  

本日不参加の地区会員の写真は集めるのか？  

写真は普段着よりも、仕事中の作業着姿等のほうがいいのでは？  

ポスターはいつ完成する予定か？またポスターにも英語表記をお願いしたい。 

名刺にはロ  ーマ字表示もしてほしい。  

答 会員全員を載せることによって説得力があるポスターとなる。会員への周知を

各地区で行ってもらい写真を集めてもらいたい。できるだけ沢山の顔写真を載

せたい。  

ON、OFF ということで普段着、仕事着等もできれば考えたい。もう少し考え、

また、メール等でお知らせする。  

8 月 18 日のイベントへの参加に向けて完成を目指しているが、写真が集まらな

くても、その都度集まった写真のみで完成という形にしたい。  

名刺はソフトを提供する。中身は自分で記入してもらう。  

ローマ字表記版など、事務局で数種類の見本を作成する。  

 

4-7 予算計画（山田） 【承認】 

・複式帳簿化した予算案としたいが間に合わなかったため、後日役員会での承認をも

って会としての承認としてもらいたい。  

・次回からは地区毎の予算計上も行う。  

 

５ .第 31 回総会開催地について 【承認】 

・北海道地区が立候補  

 

６ .その他 

6-1 輪の発行形態について（龍）【承認】 

・WEB 配信である「輪」を印刷製本した冊子で発行して欲しいという意見があったた

め、アンケート調査を実施した。  



8 

 

・役員会でも意見が分かれている。時代の流れや会計、事務局の負担軽減のためには

WEB 配信をお願いしたい。全会員に冊子で郵送することや、希望者のみに実費で郵

送することも難しい。  

・希望者のみも、固定された人への郵送であれば、現在でもメール不達会員で郵送の

方（ 20 名）がいるので、そのリストに入れるのであれば、事務局の負担は変わらな

い。  

【質疑応答】 

質 追加の郵送希望者は実費なのか？  

答 個々にお金を徴収することはできない。会費と郵送費が別管理となるため事務

局の負担が増加する。（担当の方には会費徴収等はボランティアでお願いして

いるので、これ以上の負担は難しい。）  

冊子希望者の人数が多いと負担増となり難しい。  

もう一度アンケートで希望者を確認し決定事項としたい。  

質 無料であれば、希望者は増えてくる。原則メールが使えない人のみにすべきで

は？  

答 冊子希望者の確認アンケートには事務局の負担や金額等の事情を盛り込み、そ

れでも必要かどうかを確認したい。  

質 どうしても紙を希望するのであれば、理由書を提出してもらう等すると制限が

かかるのでは？  

答 アンケート結果を参考に、役員会で決定する。  

 

6-2 掲示版について（島村）【承認】 

・地区の範囲が広く行事に参加しづらい、行事に参加できないが会での交流を望んで

いる等の意見があり、すべての会員が気軽に交流・相談のできる WEB 掲示版を作っ

てはどうかということで検討を行った。  

・地区メーリングリストの活性化→実質的に難しいため不採用  

・SNS（MIXI）開設の可能性→この方向で掲示板を開催することを検討  

掲示板に書き込むためには会員になる必要がある。 ID とパスワードが必要。  

女性の会会員限定とするため、承認制。  

主、副の２名の管理者が必要。管理者は炎上対策や悪意の書き込み削除、承認作業

が必要。  

試験運用期間を設けて課題を整理検討する必要がある。  

【質疑応答】 

質 運用して欲しいが作業が大変なのであれば無理にとは言わない。  

地区のメーリングリストは他地区の方とは交流できないのが難点。  

匿名ではなく、名前を明かせば炎上は免れると思う。  

質 会員限定であればニックネームではなく実名を名乗る。匿名の場合は削除する

という方法もある。  

中部地区では地区メーリングリストの使用は皆無。 SNS のハードルが高そう。  
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答 最初だけが手間であり、ログインすれば普通の掲示板と同じである。炎上の心

配より書き込みのない方が心配である。  

管理人・副管理人をしてもらえる人はいないか。  

質  管理人は女性の会の名簿がいるのでは？名簿管理者にその都度問い合わせる

必要があるのでは？  

答 個人情報保護法の観点から、セキュリティの関係上役員が管理人になる方がベ

ターと思われる。  

→ 管理人にはどのような制限、負荷があるかを調べ、事務局からメールで発信

し、管理人を募り試験運用から始める。  

質  運用を続けていくうち、時間が経つにつれ書き込みが無くなるかもしれない。 

会社からそのサイトに入ることができない。わざわざ帰宅してからそのサイト

に入るかどうか疑問である。  

→ 何か他に意見があれば島村さん宛てにメールする。  

 

７ .閉会挨拶（三好関西地区世話役）  

以上  
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総会見学会  

関西地区 大原  真由美  

 

 

 

 

私が「女性の会」の行事に参加したのは確か北海道のニセコへ行った総会が最後だった

と記憶してます。その後東京から関西へ転勤し、現場を転々としている間に幽霊会員とな

っていましたので参加は実に 5 年振りです。阿倍野駅の改札前でプラカード嬢をしながら

「きっと判らないだろうな～」なんて思って立っていたら、「あれ？？なんか見覚えが・・・」

と思う方がちらほら、皆さん 5 年経ってもお変わり無いですね！！！  

今回は関西地区が幹事ということで、昨年の 12

月に行われた阿倍野地区のプレ見学会にも参加しま

した。12 月に見た時にはまだ掘削や山留工事をして

いて、各工区共山留工事では色々苦労・工夫をされ

ていると聞きました。半年経った今ではあれ ?もう７

F まで！？すっかり様変わりした現場を見ると、改

めて施工のパワーを感じます。  

また、天王寺・阿倍野地区は大阪南の玄関口です

が、私はほとんど足を踏み入れたことが無く、こん

な都心で大規模な再開発事業が行われていることは

知りませんでした。しかし、お話を聞くと実に長期

間に渡って様々な問題を解決しながら進められてい

る事業ということで、関西特有の奥深い歴史や事業

計画の繊細さも感じました。  

次回は 30 回記念総会ということで、更に活気の

ある総会になると思います。来年も皆さんにお会い

出来る事を楽しみにしています！  

 

2009 年 12 月見学会での現場の様子  
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阿倍野地区再開発（2010/06/25）  

大阪の第３極 “天王寺・阿倍野”に行ってきました  

北海道地区  伊藤優子  

 

北海道地区から大阪総会出席者は 6 名。地区会員が 15 名なので、出席率 40％は誇れる

数字。出席率の高さ＝意識や稼働率の高さという相関関係はないと思いますが、ちょっと

自慢。さて、個人的なことですが、久々の総会・見学会の出席でした。一つは、うわさの

阿倍野の再開発現場を見たかったこと、もう一つは、大学の後輩が“鹿島”に就職し、総

会に参加するという情報が入ったので、この機会に会いたいと思ったことです。更に、も

う一つの理由。娘が関西に就職しているので、部屋の掃除も兼ねて、いざ、大阪へ！  

見学会の阿倍野の話を少々。阿倍野再開発事業については見学会担当者から詳しい報告

があると思いますので、個人的な視点からお伝えします。北海道人にとって、大阪は“ミ

ナミ”（イントネーションが微妙）と“キタ”という分け方しか認知していません。それは

きっと演歌の影響でしょう。さて、本題。天王寺・阿倍野という第３極がある事を知った

のは、再開発事業に携わってからです。どんな案件も阿倍野「金塚地区」の再開発に比べ

れば、「小さい、小さい！」「そんなのは苦労とは言わない」と聞いていたので、一度その

現場を見たかったのです。昭和４４年都市再開発法の公布、昭和５０年都市再開発法の改

正（第二種事業の創設）を経て、昭和５１年の当該地区の都市計画決定・着工。そこから

事業計画・都市計画の見直し・変更が繰り返される長い歴史がはじまるのです。再開発プ

ランナー資格試験などではお馴染みのテーマです。また、住民訴

訟としても注目されており、民事記録も莫大なものです。「阿倍野

再開発訴訟の歩み：阿倍野再開発裁判記録」も

あります。見学会では、古い市街地と近代的な

工事が並行する現場を見ることができたことを

嬉しく思います。１年先では決して見られない

現場ですから。関係者の皆様、ありがとうござ

いました。  

次回は、記念すべき 30 回記念総会。設立当時

は、雇用機会均等法もなく、男女の初任給格差

なんて当たり前の時代でした。人事部に問い合

わせると「社会通念でしょ！」と一蹴され、図らずも人前で涙してしまったことを思い出

します。そんな悔しさが、自分を支えてきたという自負もあり、若い女性たちが働き易い

環境づくりにも心がけて来たつもりです。そして、この会場でゼネコンに入社した後輩に

対面できるとは、感慨深いものがあります。私も、ゼネコンに就職活動をしたことがあり、

「あなたには、もっとふさわしいお仕事があるでしょう。そちらの方面でご活躍下さい。」

という手紙まで添えられた断り状をいただいたこともあります。思い出すと、悔しさがま

たまたこみ上げてきます。でも、道は確かに続いている。そのことがたまらなくうれしい！  

30 と 1 回目の開催地は北海道。有珠山の噴火跡やジオパークに認定された洞爺湖周辺を

ご案内したいと考えています。洞爺はサミット開催地。なんて、ちょっと先の夢を膨らま

せていると仕事もつらくない。唯一つらいのは、大阪のお土産。滞在中に「アレルギー性

鼻炎」になり、ティシュ箱を抱えて北海道に戻りました。今もグスグス涙しています。
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第 29 回 土木技術者女性の会 総会 

             in 大阪 

関東地区 島谷友理  

 

 

スケジュール  

日 時：２０１０年６月２５日（金）・２６日（土）  

 

２５日（金）  

現場見学会：大阪市  阿倍野地区第二種市街地再開発事業  

 懇 親 会：がんこ 道頓堀店  

２６日（土）  

総   会：大阪市中央公会堂  

 

 

６月２５日（金）と２６日（土）の二日間にかけて総会に参加しました。  

最初は、阿倍野地区再開発事業のなかでも、阿倍野駅前に大型商業施設を創る建築現場

の見学会でした。同じ建設業界にいても、建築の現場を見る機会はめったにありません。

興味津々で写真をたくさん撮ってきたので一緒にご紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布資料より  

 

とても広いです！！  

全部の階を  

見学させていただきました！ 
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左側には各業者の作業内容などを 

書いたボードが掛けてあります→ 

 左の写真は現場の入り口です。３０人近くの女性

ばかりがぞろぞろ入ってきたので、休憩中の作業員

さんたちは何事かと驚いていました。作業員さんの

花道を通っていざ現場に出発です。  

                    

      

   

 

 右の写真は商業施設の１階フロアにあたる朝礼

会場です。整理が行き届き大変綺麗でした。ただ

なんといってもその広さに驚きました。見渡す限

り朝礼広場です。それもそのはず、この現場は多

い日には１日１０００人もの作業員さんが働くそ

うです。  

 

 

 見学の間中ずっと、吹き抜けのわずかな隙間にレッカー

を据えて資材の荷揚げをしていました。大変窮屈そうに見

えましたが、玉掛け者もオペさんも慣れたもので、息ぴっ

たりすいすい作業を進めていました。  

 

 

 

 各フロアを回り、ようやく屋上に到着です。右の写真奥  

はまだ鉄筋組み立て中で、さらに右奥では通路のような構  

造物を組み立て中でした。  

 屋上端部から見下ろすと大きな道路があり、その中央に  

大阪らしいちんちん電車（路面電車）が走っていました。  

 

 

 大阪市の方々が長年、力

を注いできた阿倍野地区再

開発事業です。平成２３年

の完成が楽しみです。  

 

 

 

 

配布資料より  

←こんなにたくさんのマンションに囲まれた現場で

す！近隣対応が大変そうです‥  

←奥の光が差しているところがわずかな開口部です  

完成イメージ  
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 初日の締め括りは、大阪の中心

地、あの有名な道頓堀川近くの  

がんこ道頓堀店  での懇親会でし

た。  

蒸し暑い中、現場見学でたくさ

ん歩いたため、みんなお腹ぺこぺ

こ、喉からからでした。  

い よ い よ 待 ち に 待 っ た 「 乾

杯！！」でしたが、このとき全員

でくいっと飲んだのはなんと、食

前酒ならぬ食前「酢」でした！び

っくりした喉がひりひり‥みんな

がすっぱい顔になり、爆笑で懇親会が始まりました。食事の美味しさも加わり、終始笑い

が絶えないとても楽しい会になりました（自己紹介では AKB がいたりおニャン子がいまし

た）。  

 

 

翌日の総会は、大阪市中央公会堂で行われました。あいにくの雤でしたが、全国各地か

ら 32 名の会員が集まりました。  

 総会では、平成 21 年度の活動報告や決算報告と、平成 22 年度の活動計画の発表を行い、

各地区各 WG から自由闊達な提案や意見が出ました。特に、すべての会員のみなさんが自为

的に気軽に交流・相談などができる Web 掲示板を作成してみてはどうか、という提案には

様々な意見が出ました。短い時間でしたが、とても密度の濃い有意義な会でした。  

 

 

私は先日会員になったばかりで今回が初めての参加だったのにも関わらず、皆さんが親

切に声を掛けてくださいました。さらに、仕事の悩みやプライベートの悩みまでいろいろ

な相談にものって頂きました。先輩方の様々な意見が聞けて、人生の勉強になりました。

このような素晴らしい先輩たちが全国にいると思うととても頼もしく感じます。エネルギ

ー溢れる方々と出会えて、良い刺激を受けることができました。私ももっと頑張ります！！  

 

 

最後になりましたが、会を開催していただいた皆さまに御礼申し上げます。ありがとう

ございました。

↑豪華ゆば懐石☆中央にあるのが食前「酢」です  
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参加者の感想 

中部地区 中西 利美 

 

昨年は、皆さまのご協力で名古屋地区開催の総会を無事に行うことが出来ま

したことを、遅ればせながらこの紙面をお借りして感謝申し上げます。今年の

第 29 回土木技術者女性の会（大阪地区）へは、見学会から総会を通して中部地

区から参加したものが私だけだったので、今回も感想文を書かせていただきま

す。 

大阪地区为催の総会には雤が付きもので、今回もご多分に漏れず天気

予報は“曇りのち雤”でした。しかし、うっとうしい天気とは異なり、

大阪の地に到着してからは、大阪人の親切さに度々触れ、気分は晴天で

した。と言うのも、ホームに降りて乗り換えの道筋を尋ねると、行き先

の駅をわざわざ問われ“阿倍野なら、こちらのエレベータに乗った方が

いいです。気をつけて！”とおじさんが連れて行ってくれ、若者が席を

替わってくれ、地下鉄職員がフリーチケットの買い方をボタン操作まで

して教えていただき、さらには、大阪地区の世話人の方々が、地下鉄の

改札口から会場まで案内に立っていただいて迷うことなく辿り着けまし

た。阿倍野には、第 10 回総会（大阪地区）関空工事現場見学会の後の懇

親会を阿倍野の遊郭だった建物で行ったことがあり、案内の地図から同

じ地区だと当たりを付けていました。現場に到着して、ここが本当に約

20 年前に訪れた所だとは信じられませんでした。大阪市阿倍野地区第二

種市街地再開発事業の時間の長さが困難の大きさを表していると実感し、この変貌ぶりには、明

日への希望を感じました。 

懇親会は、日本がワールドカップ一次予選３試合目のデンマークに勝利しベスト 16 となった夜

で、一段と混雑している難波の“がんこ道頓堀店”（24 名の参加者）で、外の賑やかさに負けな

いくらい賑やかな雰囲気でした。美味しい日本料理を食べながら話がつきず時間を忘れ、若者の

エネルギーを体一杯吸い取りました。私の周りに座られた皆様、大丈夫でしたか？ 

二次会は、満腹状態で居酒屋に行き、会員が手がけた道頓堀の改修工事の優雅な仕上げを見な

がら、一段と話の輪が広がり、終電の時間を気にする状況でした。私は、ぎっくり腰の回復時の

ため、お酒をセイブしながらでしたが、しっかり楽しめました。歩数計が 18721 歩を示していた

ように、足腰にはきつかったのですが、ホテルのベッドでワールドカップの試合を見ながら心地

良い眠りにつくことができました。 

26 日の総会は、由緒ある大阪市公会堂の中の会議室で行わ

れました。会場には発足当時からの正木さん、天野さん始め

若い会員の方々も多く参加され、来年 30 回に向けての活動方

針など活発な意見が飛び交いました。中部地区は、今年平永

さんを世話役に当日参加していた森瀬さん、水野さん等若手

が皆様の暖かいご支援のもと、明日への架け橋になってくれ

ると信じています。よろしくお願いします。 

最後に、お会いできた大阪地区の皆様、心のこもったおもてなしありがとうございました。

第 10 回総会の懇親会会場  

第 29 回総会の見学会会場  

2010.6.26 第 29 回総会会場（開始前の風景）  
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第 10 回総会の懇親会会場 
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総会に初めて参加された方の感想  

 

 

 

 

土木技術者女性の会に初めて参加して  

北海道地区  藤田  佳那子  

 

 今回初めて土木技術者女性の会に参加させていただきました。 

私は３月に大学を卒業し、４月から建設業界に入りましたが、

女性の土木技術者に会う機会が殆どなく、とても心細く感じて

いました。  

しかし、先日の土木技術者女性の会に参加し、全国各地の会員

の方にお会いすることができてとても嬉しく思いました。  

女性ならではの結婚や子育てについてなど、普段は滅多に聞く機会がないお話をたくさん

伺えて、とても充実した時間を過ごすことができました。  

これから先もぜひ参加させていただきたいと思いますので、今後とも何卒宜しくお願いい

たします。  

 

 

 

女性の会に参加して  

関東地区 市川智子 

 

入社してからシールド・橋梁・鉄道など様々な

現場見学に行く機会がありましたが、建築の現場

を見学するのは今回が初めてでした。まず驚いた

のは、JV 社員・作業員の数の多さでした。私が今

いる土木の現場は社員と作業員を合わせて多くて

も２０人程度ですが、この現場では社員で５０人

程度、作業員は百人単位と聞いて阿倍野再開発事業の規模の大きさを感じました。また、

この見学会に参加して先輩女性技術者の方々から貴重なお話を聞けたことがとても勉強に

なり、これから自分が女性技術者としてどのように働いていくかを考えることができまし

た。また違う工種の現場見学があれば参加したいです！そして、阿倍野の再開発が終わっ

たら見に来たいと思いました。  
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第 29 回総会に初めて参加して  

関東地区 大久保優紀  

 

2008 年に女性の会に入会してから都合がつかずにず

っと行くことの出来なかった総会に先日初めて参加させ

ていただきました。幸いなことに総会の前日に行われる

現場見学会と懇親会にも参加することができ、非常に貴

重な体験をさせていただきました。  

男性が多い職場に努めていますので、様々な分野で女性の土木技術者が活躍されている

という事実に改めて励まされました。懇親会では、諸先輩方とお話させていただき、色々

なアドバイスをうけ、非常に勉強になりました。総会では、活発な意見が交わり、女性の

土木技術者がいるということを多くの方に知ってもらおうと真剣に話していたことに感動

いたしました。また皆様非常にパワフルで、私も頑張らなくてはと元気をいただきました。 

私も女性土木技術者の一人として、一緒に女性の会を盛り上げていきたいと思っていま

す。今後ともどうぞよろしくお願い致します。  

 

 

 

逞しさ、しなやかさ、美しさ  

関東地区 山田麻里  

 

 「会場を間違えた？」一瞬とまどうほど、会場は華やいで

いました。  

今回の見学会・総会は初めての行事で、期待と不安を抱え

ての出席でしたが、会場で先輩方のお顔を拝見し、不安の方

は全く不要だったなと思いました。規模の大きな建築現場を

見るのは初めてでしたが、自分の現場に生かせるものは無い

かと興味深く見させていただきました。また、懇親会は本当に賑やかで楽しく、諸先輩方

がどのような思いで土木に携わっていらっしゃるのか、その考え方やライフスタイルに触

れることが出来ました。皆様職種は様々ですが、どの方も共通して、とてもしなやかで美

しいなと感じました。  

男性が多い「土木」の世界ですが、女性がこの世界にもたらすモノは確実にあるのだな、

と改めて感じた会でした。  

会を为催された関西地区世話役の皆様、本当に有難う御座いました。若輩者では御座い

ますが、今後ともこのような会に参加させていただきたいと思いますので、宜しくお願い

いたします。  
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初めて総会に参加して  

関西地区  勝田つかさ  

 

 

先日開催されました第 29 回総会を機に、土木技術者女性の

会の存在を知り、初めて活動に参加をさせていただきました。

遠方からも多くの方が参加されていて、会の活発さがうかがえ

ました。ゼネコンの作業所勤務である私は日常の中で女性と接

する機会はほとんどありません。今回、総会に参加して、多く

の女性が土木の世界で活躍されていることを実感でき、とても

心強く感じました。また、現場を見学させていただいたことで、自分の現場を客観的に見

直すきっかけとなり、業務の励みにもなりました。今後も、土木技術者女性の会を通じて、

多くの方々と出会い、様々な体験をして、日々の活力にしていきたいと思います。  

 

 

 

「土木技術者女性の会  現場見学会に参加して」  

関西地区 広野  彩 

 

 

私は学生時代にも、こちらの会の見学会に参加させ

ていただいていました。今は建設会社に入社して３年

目ですが、周りの皆さんと近しい目で現場を見たり、

お話ができたように思います。他社さんの現場を、同

性の方と見学させていただく機会は大変貴重なので、ぜひまた参加させていただきたく思

います。ありがとうございました。  
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総会を終えて～さらに次へ  

関西地区 三好  葉子  

 

先日は総会へのご参加、ありがとうございました。不参加

であった皆さまも盛会をお祈りいただいていたことと思いま

す。おかげをもちまして、なんとか第２９回総会を終えるこ

とができました。  

 

四年前から地区世話役を勤めさせていただいており、私に

とっては今回が任期内二回目の総会担当で、前回は京都で開

催いたしました。  

今回はどっぷりと大阪を味わっていただこうと考え、  

・総会は中之島の中央公会堂  

・見学会は阿倍野再開発事業  

などと、早いうちから企画・準備にかかっては

いたのですが…結局見学先との調整や資料作成

も、ギリギリ、前夜までかかってしまったり、

見学会・総会とも頼りにしていたメンバーが急

に参加できなくなるというアクシデントもあっ

たり。「二回目だし地元開催やから…」と安心し

ていた分、「こんなハズでは！！」と、焦り倍増

な感じでした。また、開催後の細部にまでは気

が届いておらず、残務でまだまだバタバタして

しまっており、反省の日々を送っています。  

 

女性の会に求めるところは皆さん様々だと思

いますが、私は「励まし合いの場」としての価

値を一番強く求めていて、総会に参加すること

で一番その欲求が満たされます。全国に、頑張

っている同性の同業者がたくさん居ることを実

感し、言葉を交わし合えることで大きな力を得

ることができるからだと思います。皆さんにと

ってもそういう場となれたら、と願っての今回、

私は大いに楽しみ、充実した時間を過ごさせて

いただきましたが…皆さんはどうでしたでしょ

うか。  

 

来年は「第３０回記念総会」で、すでに着々と準備が進んでいっているようで、今から

楽しみにしています。この会が今後さらに有意義な集まりになっていけたら、本当に素晴

らしいことだと思います。  

 
総会資料の表紙イラスト･･･ 

大阪名物が細かに描かれています。  

 

中央公会堂での総会の様子  
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今回、地区メンバーや参加くださった皆さんの臨機応変な対応には、たくさんの場面で

助けられました。改めてお礼申し上げます。  

総会の感想・報告ではなく、お礼のご挨拶文となってしまいましたが…  

 

「皆さん本当にありがとう、来年東京でお会いしましょう！！」  
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ホームページ運用ＷＧの活動報告  

ホームページ運用 WG リーダー  岩本理恵  

 

活動の目的  

 会の PR、会の活性化、事務処理の簡略化等に活用できるホームページの構築と運用を

目的としています。  

 HP 上で会員情報の更新や入会申込みの受付ができるようになり、事務処理の簡略化に

ついてはシステムがほぼ完了している状態です。現在ではコンテンツの充実を目指して行

っています。  

 以下のメンバーで活動しています。  

岩本理恵（リーダー） 須田久美子  佐藤亜紀子  

松本香澄  田中真弓   

 

平成 21 年度活動報告  

 ほとんどはメーリングリストを使っての作業です。  

 日常的に、地区活動報告、新入会員紹介、会誌「輪」、役員名簿等の掲載する情報が入り

次第、ＨＰ更新を行いました。また、会員ページへのログイン方法についてのヘルプペー

ジを追加しました。  

 

 【ログインヘルプページ】https://womencivilengineers.secure-ymc.jp/login-help.htm 
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平成 22 年度活動計画  

 昨年に引き続き、日常的なＨＰ更新を行うとともに、コンテンツ拡充へ向けて活動を行

います。携帯版ＨＰの検討・作成を行う予定です。  

 

情報の受取からＨＰ掲載まで  

 見学会や勉強会等の開催案内や活動報告等、HP へ掲載してほしい情報がある場合の情

報受取から掲載までの流れは大体以下のとおりです。受取から掲載まで 1 週間程度を目安

としてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真＆メンバー募集  

   過去に行われた総会や地区活動の写真をお持ちの方はいませんか？  

   ＨＰの会の歩みや地区活動報告、会員ページでの利用を考えています。  

   お持ちの方は、以下のいずれかの方法で下記送付先までお願いいたします。  

    ①写真データを添付してメールで送る。  

    ②プリントした写真を郵送する。（データ化の後、返却いたします）  

     ※分かる範囲でよいので、撮影時の状況と日付を明記してください。  

 

   ＨＰ作成に興味のある方、随時募集しています。下記までご連絡ください。  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

送付先・連絡先  

岩本理恵 yrw03112@nifty.com 

（株）環境モニタリング研究所  

〒170-0005 東京都豊島区南大塚３－１０－１０  

TEL ０３－５９８５－９５０３  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

 

掲載情報を PDF ファイルにして送付（PDF 作成の環境がない方はご相談ください）  

※その他、関連資料、画像ファイルがあれば一緒に送ってください。  

送付先  HP 運用 WG 岩本（yrw03112@nifty.com） 

HP 運用 WG 

受け取ったファイルの内容を確認後、HP 更新作業。  

新着情報、地区活動紹介ページに PDF ファイルをリンクさせて掲載  

（会員のみに周知したい場合は、会員ページへリンクさせる）  

※見学会等の開催案内の場合など、必要であれば専用ページを作成することもいたします。  
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企画 WG 活動報告 

企画 WG リーダー   牛山育子  

 

 

活活動動のの目目的的   

企画 WG では、今後の会の活動方針を模索すべく活動しています。 

その理由として、会の発足から 25 年が経過し、女性技術者の土木業界への進出も進み

つつある中で、多くの女子学生が女性技術者の情報を把握することが困難な現状があるか

らです。  

特に、短期的には女子学生の職業選択・就職支援に重点をおいた広報企画の試運用、中

長期的には会の再構築を視野に置いたシナリオ案の検討を行っています。  

活動は为としてメーリングリストを活用しています。  

 

メメンンババーー   

 氏 名  役割分担  

リーダー  牛山 育子  再構築シナリオ案  

 山田 菊子  再構築シナリオ案  

 松本 香澄  再構築シナリオ案  

 

活活動動実実績績   

（1）会の紹介チラシ作成（ 25～ 26 ページ参照）  

・現場見学会開催の際、受入先からどういった会なのか、ペーパー 1 枚で集約されたもの

を求められることが多いために作ったものです。  

・会の設立目的、活動内容等を要約したものとして作成しています。  

・広報ツールのひとつとして活用してください。  

（2）シナリオの検討  

会の発足からすでに 20 年以上が経過し、会員の意識も、また会を取り巻く社会経済状

況も大きく変化してきていることを受けて、H20 年度に、当会の意義・方向性を議論して

いくためのたたき台を作成しました。  

平成 21 年度は、課題整理等、たたき台を見直しました（27 ページ）。  

今後、当会の意義・方向性については、役員会、総会で議論し、会員及び外部に一定の

方向性を示す予定にしています。  
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土木技術者女性の会 ご案内 

土木技術者女性の会は、土木学会誌（1982（昭和 57）年 9 月号）の誌面で企画された「女性土

木技術者の座談会」における「日本各地で孤軍奮闘している女性の土木技術者が情報交換できるよ

うな会を…」との呼びかけをきっかけに、1983（昭和 58）年 1 月に約 30 名で発足しました。  

現在では、全国各地に 150 名弱の会員がいる任意団体として、他の機関と連携しつつ多様な活動

を進めています。会員は全国４地区のいずれかに所属し、地区活動に参加します。また役員会及び

役員会を補佐する事務局により会全体の活動方針などを企画･提案しています。 

 

 目的  

女性土木技術者特有の問題をきめ細かく取り上げ対応していくために、独立した団体とし

て活動しています。女性技術者の質の向上と活動しやすい環境づくりのために、次のような

目的を掲げています。 

1.  土木界で働く女性技術者同士のはげましあい  

2.  土木界で働く女性技術者の知識向上  

3.  女性にとって魅力のある、働きやすい土木界の環境作り  

4.  女性土木技術者の社会的評価の向上  

5.  土木技術者を目指す女性へのアドバイス  

 
 

 名 称： 土木技術者女性の会 （ドボクギジュツシャジョセイノカイ） 

英文表記   The Society of Women Civil Engineers 

 発 足：1983（昭和 58）年 1 月 

 主な役員：会長     桑野玲子   （東京大学 生産技術研究所） 

副会長   松本香澄   （東京都 都市整備局） 

副会長   島村亜紀子 （前田建設工業株式会社 技術研究所） 

事務局長 笹尾圭哉子 （中日本建設コンサルタント株式会社 東京事務所） 

 活 動：総会の開催（年 1 回）、会誌「輪（りん）」の発行（年 2 回） 

現場見学会、講習会、講演会等の開催、就職支援パンフレットの発行（随時） 他 

 会 費：年会費 3,000 円。学生会員は入会金のみ 1,000 円 

 会 員 数：144 名 （2009 年 6 月現在） 

官公庁、地方自治体、建設会社、コンサルタント、教育・研究機関などの職員や、フリーランサーなど、 

様々な分野で活躍しています。 

 U R L： http://www.womencivilengineers.com/ 

 E-mail： webmaster@womencivilengineers.com （事務局） 

 

 

(C) 2010 The Society of Women Civil Engineers. All rights reserved. 2010.03.04 
 

 

 

会の紹介チラシ(表) 
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 最近の主な活動実績 

見学会：都市計画道路 山下長津田線街路整備工事、インタープリターと歩く森のツアー（愛地球博記

念公園）、琵琶湖疎水・疎水記念館、中之島線、一般国道 36 号札幌駅前地下通路設置工事、

風力発電施設建設現場、狭山池ダム、近代土木遺産とワイナリー、下水道須磨浦幹線、神戸

高速鉄道、アーチダム見学会（奈川渡ダム、水殿ダム、稲刻ダム、黒部ダム）等 

セミナー・勉強会：女子学生のためのキャリアセミナー（関東地区、東京ウィメンズプラザ オープ

ンプラザ事業採択）、土木・建設系女子学生のための就職セミナー（関西地区）、女子学生と

の交流会（関東地区）、進路就職ガイダンス（中部地区）、各地区、総会開催時における勉強

会等 

※これらの他にも、就職支援パンフレットの編集・発行を行い、総会等を開催しています。 

 
 
 

土木技術者を目指す女子学生のための就職支援パンフレット 
Civil Engineer への扉 2006 年版 

「Civil Engineer への扉」は将来を模索している女子高校生や女子大学生の職業選択や、土木技術

者を目指している女性達の就職活動を支援することを目的として、土木技術者女性の会が作成した就

職支援パンフレットです。（パンフレット作成には、「東京ウィメンズプラザ」の助成を受けました。） 

【主な内容】 

 1. イラストによる土木分野の仕事の紹介 

 2. 現役で活躍している女性技術者 19 名によるロールモデルの紹介 

 3. 働く女性にとって重要な法令や資格に関する情報 

 4. 土木技術者女性の会の紹介 

 

2006 年版（Ａ5 版 23 頁） 
（1996 年版もあります。） 

 
 定価 500 円（税込み、送料別） 

※お問い合わせは事務局まで。 

 
 
 
 
 

土木技術者女性の会 (The Society of Women Civil Engineers) 
 

    URL:  http://www.womencivilengineers.com/ 
     E-mail: webmaster@womencivilengineers.com 

 

 
 

(C) 2010 The Society of Women Civil Engineers. All rights reserved. 2010.03.04 

  

 

 

会の紹介チラシ(裏) 
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・会の発足後20年を経過し、土木学会、土木・建設業界や、社会からの会への期待

も拡大すると共に、内容が変容している。 

・会員数は150名前後で安定してきており、会としての組織体の確立・財政基盤の

確保という一定の目的は達したと考えられる。 

・そこで、現時点で改めて、会の存在意義を再考し、今後の方向性について確認す

る必要があると考えた。 

 ・坑内労働規制緩和へのイニシアティ
ブ、土木学会におけるダイバーシティ
推進の一環としての男女共同参画へ
の取り組み（理事等への人材確保を
含む）等、期待は大きい。 
（⇒当会の目的４） 

 

・これから土木技術者を目指す女子学生に対して
提供できる情報源も非常に少ない。これは、就職
相談を受ける大学等の教員に対しても同じことが
言え、会が情報提供の一翼を担うことで、一定の
役割を果たすことは可能である。 

（⇒当会の目的５） 

 

・社会においては、依然として、女性

土木技術者の占める割合が少ない。

会のネットワークを必要としている女

性土木技術者はたくさんいる。 

（⇒当会の目的３） 

 
・将来は当会が不要となる時代が理想だが、現時点ではまだ当会の存在は必要であり、積極的に活活動動をを継継続続する。 

・土木技術者に占める女性の割合の増加をめざし、引き続き、PPRR・・ネネッットトワワーークク活活動動に力を入れる。 

・未来を支える女女子子学学生生のの職職業業選選択択・・就就職職支支援援に力を入れる。（第二新卒・転職も同様・関係者への働きかけを含む） 

・他他のの組組織織等等にによよるる活活動動ととのの連連携携をを活活用用するとともに、当当会会はは女女性性土土木木技技術術者者ののたためめのの組組織織として継続する） 

１．土木界で働く女性技術者同士のはげましあい 

２．土木界で働く女性技術者の知識向上 

３．女性にとって魅力のある、働きやすい土木界の

環境作り 

４．女性土木技術者の社会的評価の向上 

５．土木技術者を目指す女性へのアドバイス 

 

土木技術者女性の会の今後の方向について 

■基基本本方方針針（（案案））  

■活活動動方方針針（（案案））  

■情報の共有化・・・地域による男女協働参画についての取組姿勢の差。特に、協働促進のための組織や議論の場が、首都圏以外では乏しい。 

            ⇒ 全国組織としての本会が、会員が知り得た情報を全会員に発信することで、情報共有。様々な働きかけ等、地域（地方）へ還元。 

⇒ （具体策） 土木学会男女協働参画HPにリンクを貼る 等 

■将将来来にに向向けけててのの課課題題・・・活動の絞込み・Mission Statementの明確化・・・・地区活動の活発化・活動参加会員の増加 

        ⇒ まず、土木技術者女性の会 総会 30 回記念行事で PR 

長期方針（2015目途） 中期方針（2009～14） 当面の活動 具体的方策 

多様な人材が働く社会の実現 

（ダイバーシティ推進の一環） 

        ↓ 

土土木木技技術術者者にに占占めめるる女女性性のの割割合合
のの増増加加をを目目指指すす  

（割合増加⇒発言力を持つ・世の中を変え

る力を蓄える） 

※女性割合が○％を越えた時点で、会の

存続の必要性や会の目的を再検討する。 

・女性土木技術者の存在を 

      さらに社社会会ににPPRRする。 

・女性土木技術者のネネッットトワワーーククをを

確確立立し、さらに拡大する。 

・今後、土木分野へ参入する 女女

性性学学生生へへのの職職業業選選択択・・進進路路選選択択を

積極的に支援する。 

・HHPPを女性土木技術者のポポーータタ

ルルササイイトトとして活用（情報発信・ネ

ットワーキング） 

・就就職職支支援援パパンンフフ等印刷物を活用

し、PPRR活活動動を進める。 

・会内外部向けの活動・イベント等

の実施により、外外部部関関係係機機関関ととのの

連連携携を実現する。 

  ・HP運用WG 

（ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ活動に繋げたい） 

 

  ・就職支援ﾊﾟﾝﾌ販売促進WG 

   （就職支援業務も含む） 

  ・総会30回記念イベント 

    ・倫理規定WG 

    ・坑内労働WG・・・・・ 

 

 

 

【当会の目的】 

■現現状状  

■背背景景  
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就職支援ＷＧ 平成 21 年度活動報告 

就職支援 WG リーダー 橋本麻未  

 

活動の目的  

本ＷＧは平成 20 年度に広報企画ＷＧから分離独立した

ＷＧで、女子学生の職業選択・就職支援を目的に、为に

「Civil Engineer への扉」の販売に関わる活動を行ってお

ります。  

 

メンバー  

橋本麻未（リーダー）  橋本  芳  岡村美好  

染谷麻優子  竹之内綾子  小畑敏子  

大久保優紀    

 

販売実績（平成 20 年度～平成 21 年度）  

（1）個人販売  

 

 

（2）生協販売  

大学名 冊数
20年度
販売実績

21年度
販売実績

備考

山梨大学 20冊 3 4
埼玉大学 20冊 1 - 20年度で販売打ち切り
名古屋大学 20冊 - 0 21年度で販売打ち切り

弘前大学 販売交渉丌成立  
・委託販売形式。  

・会から生協への販売価格 400 円、生協での販売価格 450 円。  
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・送料負担：会（返送の場合は生協負担）  

今後の活動  

生協販売については、昨年度は山梨大生協と名古屋大生協のご協力を得て販売を行いま

したが、昨年度終了時点での売り上げ部数は山梨大生協が 7 冊、埼玉大学生協が 1 冊、名

古屋大生協が 0 冊に留まり、名古屋大生協からは返品の希望が出されたため、現時点では

山梨大生協のみでの販売となります。  

「Civil Engineer への扉」の費用回収は完了したため、今後はより多くの女子学生に読

んでもらえるような方法を検討し、実行していく予定です。  

ＷＧメンバー以外のみなさんからも、方針に関するご意見はもちろん、リクルート活動等

で使ってみたいという希望がありましたら、ご相談ください。
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坑内労働規制緩和 WG 

坑内労働規制緩和 WG リーダー 須田久美子 

 

活動の目的 

改正労働基準法において女性の坑内労働規制が緩和され 2007 年 4 月から施行されたことを受けて、

働く女性の立場から緩和された事項の啓発・普及、助言を行うことなど。 

 

メンバー 

須田久美子（リーダー） 所 靖子 松本香澄 

佐藤亜紀子 島村亜紀子 龍尊子 

岩本理恵 大原真由美（新メンバー） 橋本麻未（新メンバー） 

 

活動結果 

（1）ホームページ用一般向け紹介記事の作成 

一般向けの記事を作成する目的で、女性の坑内労働禁止規定が制定される前のトンネル工事等で女性

が働いていた実態について、資料収集を行いました。丹那トンネル工事で女性のお名前が慰霊碑に残っ

ていました。レンガ職人として働いていたようです。また、筑豊炭鉱の炭鉱労働者のありのままの姿が

沢山の絵で残されていました。地元の歴史研究家の方がそれらをとりまとめ絵中心にした綺麗な本にし

て自費出版されていました。その中には炭鉱内に入って働く女性の姿がたくさん描かれていました。常

磐炭鉱でも女性が炭鉱内でたくさん働いていたということを伺いましたが、資料での確認はできていま

せん。平成 21 年度は資料収集のみで、ホームページ用の記事を作成することはできませんでした。 

（2）講師の派遣 

坑内労働の規制緩和をテーマにした講演等の依頼はありませんでしたが、土木学会等で土木技術者女

性の会の紹介をさせていただく際に、为な活動の一つとして、労働基準法の改正とトンネル工事を経験

したいと考えている女性土木技術者がたくさんいることなど坑内労働規制緩和 WG の活動を紹介しま

した。 

 

活動内容 

（1）一般向け広報素材の収集と作成 

一般向けに以下の内容を盛り込んだ広報素材を収集し、ホームページに掲載できる記事にまとめます。 

a) 女性の坑内労働禁止規定ができた経緯と法律改正の内容 

b) 法律改正後にトンネル工事現場に土木技術者として勤務する女性の紹介 

c) 女性の坑内労働に関する建設業従事者へのアンケート調査結果の紹介 

（2）啓発・普及活動の会員への働きかけ 

（1）がホームページに掲載された段階で、会員メール、ホームページを通じて啓発・普及活動をお

願いします。 

（3） 講師の派遣 

会員の要請に応じて講師を派遣します。 
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第３０回記念総会ＷＧ 

第３０回記念総会 WG リーダー 須田久美子 

 

活活動動のの目目的的 

来年の総会は、第 30 回目の記念総会です。記念総会イベントとして 2011 年 6 月 24 日（金）に「ど

ぼく未来フォーラム」を開催いたします。また、記念総会を盛り上げるために今年度からプレイベント

を実施し、会の PR を行います。関東地区、事務局、企画 WG、就職支援 WG、ホームページ運用 WG、

学生スタッフ と連携をとり、準備を進め、会員の要望に応えるような総会開催を目指していきます。 

 

メメンンババーー 

須田久美子 

（リーダー） 

桑野玲子 松本香澄 島村亜紀子 岡村美好 

牛山育子 山田菊子 岩本理恵 渡邉弘子 

三村啓子 橋本麻美 橋本 芳 染谷麻優子 竹之内綾子 

小畑敏子 大久保優紀 畠中千野 北原正代 岡田阿礼 

高木麻希 箱田裕子 笹尾圭哉子 時弘みどり 佐藤亜紀子 

福山貴子 龍 尊子 小松本奈央美 鈴木 綾 安形早織 

 

活活動動内内容容 

・2011 年 6 月 24 日（金）に「どぼく未来フォーラム」を開催します。異業種の女性技術者による基調

講演、土木の未来をテーマにしたパネルディスカッション等を考えております。企画が固まり次第、会

員へ周知いたします。 

・今年 2010 年は、総会のプレイベントを企画・実行し、積極的に会と「どぼく未来フォーラム」を PR

し、記念総会の討論材料を収集・整理します。 

・月に１回程度、ＷＧを開催し、プレイベント、記念総会イベント、記念総会&現場見学会の内容を検

討していきます。 

・メーリングリストを活用して、ＷＧ内でも議論・検討を進めていきます。 

・今年度中に１回は、遠方のＷＧメンバーも参加する WG を開催します。 

 

ププレレイイベベンントト 

 プレイベントは、2010 年 8 月現在で次ページのとおり予定しています。積極的なご参加をお待ちし

ています。また、各地区の行事や講演会・交流会など、土木技術者女性の会をＰＲする機会がありまし

たら WG リーダーの須田までご連絡ください。情報をお待ちしています。 

【連絡先】須田久美子 

住所 〒141-0031東京都品川区西五反田 7-1-9五反田 HSビル 3階 

鹿島・熊谷・五洋中央環状品川線シールドトンネル(北行)工事特定建設工事共同企業体 

五反田出入口工事事務所  TEL 03-3779-5361 FAX 03-3779-5362 

e-mail  suda@kajima.com 
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ポス
ター
A1

ポス
ター
A0

Civil
Engin
eerへ
の扉

会の
紹介
チラ
シ

アン
ケー
ト調
査

1 ○ - ○ ○ ○ 土木技術者女性の会関東地区 関東地区現場見学会 2010年7月31日(土)
裏高尾橋工事

(東京都八王子市)
2 ○ - ○ ○ ○ 土木学会 イブニングシアター 8月4日（水）親子向け 土木学会講堂（四ツ谷）

3 - ○ ○ - -
国立女性教育会館

日本学術会議「科学と社会委員会科
学力増進分科会」

平成22年度　女子中高生夏の学校2010～科
学・技術者のたまごたちへ～

2010年8月12日（木）
～8月14日（土）

（独）国立女性教育会館
(埼玉県比企郡嵐山)

4
○
2部

- ○ ○ - 地盤工学会 全国大会
2010年8月18日
～8月20日

愛媛大学
(松山)

5 - - ○ ○ ○ 埼玉県建設技術協会 技術講演会 2010年8月26日(木)
ホテルプリランテ武蔵野
(埼玉県さいたま市)

6 - ○ - - - 土木学会 全国大会 2010年9月1日～3日 JR札幌駅西口コンコース（札幌）

7 ○ - - - - 土木学会
掲示板への
ポスター常設

2010年9月～ 土木学会(四ツ谷)

8 ○ - ○ ○ ○ 土木技術者女性の会北海道地区
土木技術者女性の会北海道地区勉強会

～土木技術分野の実務に係わる女性技術者
の働き方について～

2010年9月13日(月)
寒地土木研究所

(札幌)

9 ○ - ○ ○ ○ 技術士会 全国大会 2010年9月25日(土) 四日市市市民会館別棟展示室
10 - ○ ○ ○ ○ 土木学会 第2回ダイバーシティ推進フォーラム（仮称） 2010年10月6日（水）午後 土木学会　講堂（四谷）

11 ○ - ○ ○ ○ 土木学会 イブニングシアター
2010年10月20日（水）・11月
24日（水）・1月26日（水）のい

ずれか一日
土木学会講堂（四ツ谷）

12 - ○ ○ ○ ○
土木技術者女性の会関東地区

(土木学会と共催)
女子学生との交流会 2010年12月4日(土) 未定

13 - - ○ ○ ○ 日本エルガード協会 パネルディスカッション(パネラー) 2011年4月20日 住友会館(六本木)

No.

プレイベント内容

主催団体 対象行事 日時 場所

 

参考までに、2010 年 8 月 31 日現在までに実施したプレイベントの状況をご報告いたします。 

【No.1 土木技術者女性の会 関東地区現場見学会】 

   

 【No.3  (独)国立女性教育会館 女子中高生夏の学校 2010～科学・技術者のたまごたちへ～】 

      

【No.4 地盤工学会 地盤工学研究発表会】 
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【No.5 埼玉県建設技術協会 技術講演会】 

  

 

ププレレイイベベンントトセセッットト 

 第30回記念総会記念WGにて、プレイベントセットとして「名刺」「会の紹介パネル」「顔がいっぱい

パネル」、「アンケート調査票」を新たに作成しています。 

この他に、「Civil Engineerへの扉」、「会の紹介チラシ」を活用することができます。 

 事前に WG リーダーの須田までご連絡いただきプレイベント登録をした場合には、名刺以外のプレイ

ベントセットについて下記の対応をいたします。 

・ A0 版または A1 版ポスターの貸し出し 

・ 「Civil Engineer への扉」、「会の紹介チラシ」、「アンケート調査票」の必要部数の提供 

 ご登録いただいた場合は、プレイベント実施後に、成果内容・今後へのフィードバック事項など簡単

なご報告をお願いいたします。 

 

第30回記念総会プレイベント 名刺  

 

女性の会ＨＰ会員のページにアップしました。 

公式なイベントなどで、添付の名刺をご使用ください。 

レイアウトは自由に変えていただいて結構です。 

 

第 30回記念総会イベント 2011.6.24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL: http://www.womencivilengineers.com/ 

E-mail: webmaster@womencivilengineers.com 

土 木 技 術 者 女 性 の 会  
The Society of Women Civil Engineers 

○○ ○○ 
       ○○○○, ○○○○ 

E-mail: ○○○○○@○○○○○○○ 
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土木技術者女性の会は、土木学会誌（1982（昭和57）年9月号）の誌面で企画された「女性土木技術

者の座談会」における「日本各地で孤軍奮闘している女性の土木技術者が情報交換できるような会を
…」との呼びかけをきっかけに、1983（昭和58）年1月に約30名で発足しました。

現在では、全国各地に150名の会員がいる任意団体として、他の機関と連携しつつ多様な活動を進めていま

す。会員は全国４地区のいずれかに所属し、地区活動に参加します。また役員会及び役員会を補佐する事務局

により会全体の活動方針などを企画･提案しています。

土木技術者女性の会 URL：https://womencivilengineers.com/ お問い合わせ先：webmaster@womencivilengineers.com

第30回記念総会イベント 2011.6.24（金）開催予定第30回記念総会イベント 2011.6.24（金）開催予定

土木技術者女性の会
The Society of Women Civil Engineers

- Since 1983 -

土木技術者女性の会
The Society of Women Civil Engineers

- Since 1983 -

年齢構成

30
％

28
％

19
％

8％

6％
4％5％

30
％

28
％

19
％

8％

6％
4％5％

20
代
15
％

50代～

15％

40
代
38
％

30
代
32
％

20
代
15
％

50代～

15％

40
代
38
％

30
代
32
％

所属別構成所属別構成会 員 構 成

2010年7月現在 150名

会 員 構 成

2010年7月現在 150名

土木学会誌2002年11月号表紙・裏表紙より土木学会誌2002年11月号表紙・裏表紙より 土木技術者女性の会発行「Civil Engineerへの扉 2006年版」より土木技術者女性の会発行「Civil Engineerへの扉 2006年版」より

自営ほか

学生

学校

公益民間

官公庁

コンサルタント

建設会社

自営ほか

学生

学校

公益民間

官公庁

コンサルタント

建設会社

各種新聞・雑誌より 
月刊土木技術 2010 年８月号より 

第 30 回記念総会用パネル 
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公公益益民民間間  ２２１１  

建建設設会会社社  ２２８８  

  

建建設設会会社社  ２２８８  

ココンンササルルタタンントト  ３３２２  

ココンンササルルタタンントト  ３３２２  建建設設会会社社  ２２  

公公益益民民間間  ２２１１  学学校校  ２２７７    

学学校校  ２２７７    

ココンンササルルタタンントト  ３３８８    

ココンンササルルttタタンントト  ２２２２    

  

官官公公庁庁  １１６６    

  

官官公公庁庁  ３３４４  

ココンンササルルタタンントト  ３３９９  

ココンンササルルタタンントト  ３３９９    

  

建建設設会会社社  ２２  

  

ココンンササルルタタンントト  ２２  

学学校校  １１９９  

公公益益民民間間  １１８８    

建建設設会会社社  １１７７    

建建設設会会社社  ２２  

  

建建設設会会社社  ２２２２  

ココンンササルルタタンントト  ３３２２  

ココンンササルルタタンントト  ３３１１  

ココンンササルルタタンントト  ２２２２  

  

建建設設会会社社  １１７７  

ココンンササルルタタンントト  １１９９  

自自営営  ２２５５  

建建設設会会社社  ９９    

ココンンササルルタタンントト  ２２１１  

建建設設会会社社  １１７７    
官官公公庁庁  １１７７    

ココンンササルルタタンントト  ３３９９  

建建設設会会社社  １１２２  

建建設設会会社社  １１    

官官公公庁庁  ３３８８    

ココンンササルルタタンントト  １１３３  

建建設設会会社社  ３３    

学学校校  ２２２２  

ココンンササルルタタンントト  ２２１１  

建建設設会会社社  １１７７  

学学校校  １１９９  

官官公公庁庁  １１２２  

ココンンササルルタタンントト  ３３８８    

ココンンササルルタタンントト  ２２１１  

建建設設会会社社  １１８８  

建建設設会会社社  ２２２２  

建建設設会会社社  ２２２２  

  

建建設設会会社社  ２２２２  

  

建建設設会会社社  ２２２２  

ココンンササルルタタンントト  ３３９９    

官官公公庁庁  ２２２２  

建建設設会会社社  ００  

 建建設設会会社社  ２２  

建建設設会会社社  ６６  

建建設設会会社社  ６６  

建建設設会会社社  ３３００    

学学生生  ＭＭ２２    

ココンンササルルタタンントト  １１  

官官公公庁庁  １１５５  

公公益益民民間間  ２２  

公公益益民民間間  ２２  公公益益民民間間  １１  

学学校校  ２２７７  

ココンンササルルタタンントト  １１  

ココンンササルルタタンントト  １１  

建建設設会会社社  ００  

学学生生  ＭＭ２２  

学学生生  ＭＭ２２  

学学生生  BB３３  

学学生生  ３３  

ココンンササルルタタンントト  ２２３３  

ココンンササルルタタンントト  ２２３３  

建建設設会会社社  ２２  

官官公公庁庁  ２２９９    

公公益益民民間間  １１８８  

公公益益民民間間  ３３  

公公益益民民間間  ２２  

建建設設会会社社  ００  

  

  

官官公公庁庁  １１６６  

ココンンササルルタタンントト  ９９  

ココンンササルルタタンントト  ９９  

建建設設会会社社  １１７７  

建建設設会会社社  １１７７  

建建設設会会社社  ２２８８  

建建設設会会社社  ４４  

建建設設会会社社  ７７  学学生生  

官官公公庁庁  １１６６  

そそのの他他  ３３  

そそのの他他  ３３  

そそのの他他  ３３７７  

建建設設会会社社  １１  

建建設設会会社社  １１  

学学生生  ⅯⅯ２２  

ココンンササルルタタンントト  ２２  

ココンンササルルタタンントト  ２２  

建建設設会会社社  ８８  

学学生生  

建建設設会会社社  １１７７  

建建設設会会社社  ３３  

学学生生  

学学生生  

官官公公庁庁  １１１１  建建設設会会社社  １１３３  

ココンンササルルタタンントト  １１３３  

ココンンササルルタタンントト  １１３３  

建建設設会会社社  １１６６  

公公益益民民間間  １１５５  学学生生  

建建設設会会社社  ７７  

官官公公庁庁  １１６６  

官官公公庁庁  １１６６  

そそのの他他  ３３７７  

建建設設会会社社  ８８  

建建設設会会社社  ２２  
建建設設会会社社  １１７７  

建建設設会会社社  ３３  

官官公公庁庁  １１１１  

建建設設会会社社  １１３３  

公公益益民民間間  １１５５  

建建設設会会社社  ４４  

学学生生  ＭＭ２２  

建建設設会会社社  ２２  

 
土土  木木  技技  術術  者者  女女  性性  のの  

会会  
TThhee  SSoocciieettyy  ooff  WWoommeenn  CCiivviill  EEnnggiinneeeerrss  

第30回記念総会イベント 

2011.6.24（金）開催予定 

第 30 回記念総会プレイベント 会の紹介パネル 

第 30 回記念総会用パネル 
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第 30 回記念総会プレイベント 北海道地区勉強会のおしらせ 
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メール二ュースより 

 

20１０年２月号 

 

■リレーエッセイ：岩本 理恵（いわもと りえ） 

  

「私の好きな場所」 

  

ここ6年ほど毎年行っている場所がある。栃木県足利市

にあるワイナリーだ。ここのワイナリーでは、毎年11月

に収穫祭というお祭りがある。この日は収穫後のブドウ

畑を会場にして、ジャズやクラシック等の生演奏を聞き

ながら、ワインを飲んで過ごすのだ。入場するにはハー

ベストキット（ワイン1本、記念のグラスとバッジのセット）を購入するだけ。 

特別ワイン好きというわけではないが、斜面のぶどう畑にシートを敶いて、転げ落ちないよう気をつ

けながら、おいしいものを飲んで食べて、おしゃべりしたり、踊ったり、時にはお昼寝したり、気まま

に過ごせる雰囲気が大好きなのだ。 

昨年の収穫祭は参加6回目にして初めて雤が降った。はじめは小雤程度だったが、しだいに本降りに

なり、一時晴れ間が見えてまた降り出すという変な天気だ。演奏をするステージにはしっかりとテント

が張られているが、客席となるブドウ畑では、各自で工夫して雤をしのいでいた。私たちは、畑に張ら

れているワイヤーにシートを引っ掛けて屋根代わりにした。特別道具を用意しているわけではなかった

ので、隣のグループの人たちと協力しながら、ビニール袋を使ってなんとか縛って固定した。さあこれ

でゆっくりできる、なかなか快適(^^)と思っていたら、シートの上に水が溜まってきた。「水落ちまー

す」と声をかけながら、周りの人にかからないよう注意して落とすつもりが・・・思いっきりかけてし

まった(-_-;)。でもカッパを着ていて被害が少なかったので笑って許してもらえた。 

傘をさしながら大変そうにワインを飲んでいるおばさま2人組がいらっしゃったので、私たちと一緒

にどうですかとお誘いした。2人は友人で今回が初めての参加だったそうだ。旦那さんはお留守番との

こと。隣のグループの人はなんと1回目から参加していた（今回は26回目）。と話しながら、手持ちの

料理の交換をしたり、ちょっとした交流が始まる。祭りの中盤になると、ほろ酔い加減になってきて、

音楽のリズムに合わせて踊りだす人がでてくる。周りもつられてリズムに乗ったり、手拍子したりとな

んとなく会場全体が一体となったように感じる。帰り際には、たまにはこんな日もあっていいよね、ま

た来年！と声を掛け合った。やっぱり今年も参加するんだろうな。 
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 20１０年４月号  

 

■リレーエッセイ：須田  久美子（すだ  くみこ）  

  

「現場の効用」  

  

橋梁工事の現場に出てからもうすぐ丸三年になる。「なかなか出してもらえなくて…」と

嘆いていた頃が懐かしい。現場は高尾山の麓にあり、ケーブルカーの発着で賑わっている

高尾山口からはちょうど山の反対側になる。のんびりした良い所である。自宅と同じ東京

都八王子市内にあり、車で 30 分と、今までで最も近い職場である。  

現場配属があまりにも嬉しかったので、実は、休みの日も旦那と連れ立って、現場の周

りをうろうろしていた。現場見学に来ていただいた方にはお馴染みの小仏川沿いは、なか

なか気分のいい散策コースである。ある日、ウスバシロチョウという蝶が飛んでいるのを

旦那が発見した。私にはただの白いチョウにしか見えなかったのだが、飛び方が違うらし

い。よく見ると羽が透き通っていて、優雅に飛んでいる。ちょうど工事用道路の桟橋の下

に群舞していた。  

傍から見れば、何の変哲もない草むらにカメラを抱えて嬉々として突入していく変なお

じさんと、それを眺めて川原に座っているボーっとしたおばさんのコンビは不思議に映っ

たかもしれない。「小さな頃は昆虫博士で、蝶々が大好きだった」と義母にはしょっちゅう

聞かされていたが、こんなに好きだとは思わなかった。銀婚式も過ぎたのに、知らないこ

とがいっぱいだ。  

何かに夢中になれるというのはこんなことなのかなとしみじみと思った。「お前さんが

コンクリートの話をするのとおんなじだろう。俺にはつまんないけど、楽しそうに話すの

を見てるのは面白いよ。」ナルホド。  

それ以来、珍しい蝶を探しに高尾山一帯をくまなく歩き回った。仕事も高尾山、休みも

高尾山、結局、一年中高尾山にいる。いい現場にめぐりあって感謝感激。  

今年も、もうすぐ蝶々の季節がやってくる。ギフチョウにはじまり、ウスバシロチョウ、

アサギマダラ、アカタテハ、テングチョウ、スミナガシ、ミヤマカラスアゲハ、オオムラ

サキ。休みの日は蝶々おじさんと野次喜多道中に明け暮れている。  
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20１０年６月号  

 

■ リレーエッセイ：福山  貴子  

（ふくやま  たかこ）  

 

「私の好きな時間」  

 

 このエッセイの依頼を受けてから早１週間。「私

の好きな時間」、「私の好きな場所」、「私の好き

な言葉」、何があるかなー・・・と思いながら過ご

していましたが、いざ書こうと思うとなかなか思い

浮かばないものですね。これまでのエッセイをもう一度読み返しましたが、皆さん、いろ

んな形で好きな時間や好きな場所があって、それを大事にしていて、素敵だなあと思いま

した。自分に、人に「素敵だなあ」と思ってもらえるようなものがあるのかどうか。。。

以下、つたない文章ですが、お付き合い下さい。  

 田舎（徳島）から上京していつの間にか 14年目、気楽な１人暮らしを続けている自分に

とって、いちばん大事で大好きな時間は、友人たちと過ごす時間です。  

 私の場合は、友だちやその家族、またその友だち・・・といった風に友だちをたくさん

集めて遊ぶのが大好きです。（もちろん、気心の知れた友人とのんびり映画に行ったりお

買い物に行ったりも大好きです。）  

 みんなでワイワイやると、仕事や悩みごとを忘れてとても楽しい時間が過ごせます。友

人たちも、最初はお互いにまったく面識がなくても、何度か集まっているうちにみんなが

仲良くなってきます。それがうれしい。  

 春には、大花見宴会（花見シーズンの２週間くらいの間だけ、としまえんにお花見宴会

プランというのがあって、事前に予約をすれば、桜の下の花見席を確保できます。座敶で

コタツになっていて、鍋や七輪が用意してあって、食べ放題飲み放題で、大人 5500円！場

所取りや買出しの手間を考えると、とても楽！お近くの方はオススメです！）が恒例にな

りました。今年は７回目でした。最初は、別の友人とお花見をやろうという話がたまたま

同じ日に重なって、だったらみんなで一緒にやろうよということで始まりました。最初の

年は10人くらいでしたが、多い年は 20人を超え、最近では、友人の子供たちも参加するよ

うになりました。  

 さらに今年の GWには、大沖縄旅行を企画・開催・大成功しました。仕事の都合がついた

友人たちだけでしたが、大人８人、子供２人の大旅行でした。貸し別荘を借りてみんなで

泊まって、夜は毎晩バーベキューや花火、お風呂の順番決めのトランプ大会。大人の修学

旅行みたいでとても楽しめました。この企画も恒例にしてよと早くもオファーがきていま

す。  

 そして明日（ 6/12）は今年２回目の大潮干狩り大会 (笑)。来週には梅雤入りしそうとい

うことで、梅雤入り前にアウトドアを満喫してこようと思います。
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各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年２月号より  
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各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年３月号より  
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各種新聞・雑誌より  月刊土木技術 2010 年４月号より  
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各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年５月号より  
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各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年６月号より  
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各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年７月号より  
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各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年７月号より  

各種新聞・雑誌より  
月刊土木技術 2010 年８月号より  



47 

 

 

橋梁と基礎より  
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編集後記  

 

記録的な猛暑がつづくこの夏、  

会誌「輪（りん）」が第 50号を迎えました。  

1983年 9月の第1号発行以来‘肩肘張らず末永く’をモットーに  

身近な幅広いテーマを取り上げた手作り感あふれる読み物として  

内外に発信しつづけています。  

歴代の編集長ならびに編集委員、寄稿してくださったみなさまに  

心から感謝いたします。  

あらためて、当会に期待するものは？と考えてみると  

助け合い、励まし合い、ネットワークなどさまざまです。  

時代は流れて、わたしたちをとりまく環境が変わっても  

参加すると、きまって元気をもらえる「土木技術者女性の会」。  

お互いの顔が見えるような交流の場として  

これからも「輪」がつづきますように。  

みなさまとともに、逞しさ、しなやかさ、美しさを追求しつつ！  

ま、ぼちぼちいきましょうか、ね（笑）  

                     

北海道地区  田原さゆり（‘ 94年入会）  

 

 

 

 

「輪」への投稿・ご意見は編集担当  佐藤厚子 へ、 

その他のお問い合わせ、ご意見は、事務局まで、お願いします。  

e-mail;webmaster@womencivilengineers.com 

 

 

【事務局】 

〒113-0033 東京都文京区本郷3-2-12 

お茶の水センタービル3F 

中日本建設コンサルタント株式会社  

東京支社東京事務所技術部 

笹尾圭哉子 




